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熱中症
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夏暑い日本の
熱中症は？
夏暑い日本の
熱中症は？

冷房無しでは過ごせない夏だからこそ、

しっかり冷房のできる建物が大事！

冷房無しでは過ごせない夏だからこそ、

しっかり冷房のできる建物が大事！

冷房しても部屋が冷えない
→ 人を冷やすので冷房病になる

冷房しても部屋が冷えない
→ 人を冷やすので冷房病になる

建物の「断熱・気密」で部屋が冷える！建物の「断熱・気密」で部屋が冷える！
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「一般家庭」？
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出典：総務省統計局「労働力調査特別調査」、総務省統計局「労働力調査（詳細集計）」
https://www.jil.go.jp/kokunai/statistics/timeseries/xls/g0212.xlsx
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建築物における衛生的環境の確保に関する法律施行令の改正

令和４年４月１日施行

１ 建築物環境衛生管理基準の見直しについて

温度の低温側の基準値

〇現在の建築物環境衛生管理基準では、居室における温度がおおむ
ね「17度以上28度以下」等の基準に適合するように空気の温度を
調節して供給をすることとされている。

〇WHOが平成30年に策定したガイドラインでは、冬期の高齢者におけ
る血圧上昇に対する影響等を考慮し、低温側の室内温度として18度
以上とすることが勧告された。

〇温度の低温側の基準について、現在の17度から18度に改正する。
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WHO住宅と健康ガイドライン２０１８
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https://www.who.int/sustainable-development/publications/housing-

health-guidelines/en/ 2018.11.27公表

屋内の寒さと断熱

●屋内の温度は、寒さによる居住者の健康障害を起こさない程度

の高い温度にしなければならない。温暖地域・寒冷地域の国々

においては、18℃が冬季の一般の人々の健康を守るための安全

でバランスの取れた室内温度として提案されるものである。

●冬の季節を持つ地域においては、効率的で安全な断熱が新築

住宅ならびに既存住宅に導入されることが望ましい。

屋内の寒さと断熱

●屋内の温度は、寒さによる居住者の健康障害を起こさない程度

の高い温度にしなければならない。温暖地域・寒冷地域の国々

においては、18℃が冬季の一般の人々の健康を守るための安全

でバランスの取れた室内温度として提案されるものである。

●冬の季節を持つ地域においては、効率的で安全な断熱が新築

住宅ならびに既存住宅に導入されることが望ましい。

https://www.who.int/sustainable-development/publications/housing-health-guidelines/en/
https://www.who.int/sustainable-development/publications/housing-health-guidelines/en/
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季節間変動の明らかな死因 (日本2004年)
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昔と今

夏に多くの人が
亡くなる

「夏リスク社会」

冬に多くの人が
亡くなる

「冬リスク社会」

冬に多くの人が
亡くなる

「冬リスク社会」

昔昔 今今

夏をむねと
すべし

夏をむねと
すべし

冬をむねと
すべし？

冬をむねと
すべし？

昔と今では状況が
変わった
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スウェーデンにおける平均寿命の推移
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温度［℃］
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実態：寝室の冬季（1月・２月）平均温湿度
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※自然室温：暖冷房設備を使わないときの室温
ここでは、居室のみを部分間欠暖房している条件で、非暖房室である
1階便所の自然室温を示している。

住宅断熱性と１Fトイレの温度
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断熱グレードと改善率
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前の住まいで出ていた人

新しい住まいで出なくなった人
改善率＝
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「暖房」と「採暖」

暖房：部屋を暖める

採暖：暖を採る
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暖房と採暖
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暖房時間 約１１００時間 暖房時間 約３８００時間

暖房面積 約８５㎡ 暖房面積 約１３０㎡
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断熱と暖房・採暖費

19

16

12

8

4

0

暖房費[万円/年]

断熱
25mm

断熱
50mm

断熱
100mm

断熱
200mm

暖房

採暖

欧米の新築欧米の新築

日本の住宅日本の住宅



Faculty of Architecture  KINDAI University

断熱性能と暖冷房エネルギー
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HEAT20 高断熱住宅の住まい方実態調査

 調査の概要

住まいの断熱性能が変わることで、住宅自体にどのような変化がある
のか、暮らしがどのように変わるのかを明らかにすることを目的として、
実態調査を行っている。

過去６年で10７件実施。（再調査も含めると延べ１３３件）

 調査内容

HEAT20会員の住宅会社が建設した住宅を主に、プラン分析、環境計
測、訪問ヒアリング、アンケートによる暮らしの把握などを行った。

プラン： 方位別開口面積、吹き抜け・階段室の位置など

環境計測： 温湿度、CO2濃度

住まい方の変化： 過ごしかた、着衣・寝具、健康状態など

※一般物件（SUUMOなどに掲載されているもの）との比較も一部で
実施

21
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２０２１年度までの調査から G2・G3の暮らし
① 屋内はおおむね１５℃以上

☆寒さに対する不満はなし！（吹き抜け・大開口でも）

② 湿度は３０～６０％程度

☆過乾燥で悩んでいる家はなし！

☆洗濯物室内干し加湿器、わずかな加湿で対応可能

③ CO2濃度は高めか、低めか、２パターン

☆高めの住宅は、換気量をギリギリ、あるいは少し絞っている

☆低めの住宅は、一種熱交換で確実な0.5回/h設定

④ 暖房や加湿などで、設定を変え、結果を「楽しむ」ケースの増加

☆連続から間歇、温度設定、吹き出し方向の変化

22
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健康状態の変化

0

10

20

40

30

50

変わらず良い 良くなった 変わらず悪い 悪くなった

［件］

改善率  94%

悪化率 0%

改善率  94%

悪化率 0%

４９

18

1 0



Faculty of Architecture  KINDAI University

健康な住まいへの道
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改修前の状態
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最上階・端部屋
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改修前 冬季の寝室温度
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改修前後の温度比較
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寝室：起床時の快適さ
居間：暖房の頻度減少

5

10

15

外気温 [℃]

0 10-5 5

室温 ［℃］

寝室：改修後

寝室：改修前



Faculty of Architecture  KINDAI University

省エネリフォームで「あたたかい暮らし」

 「快適追求」 ⇒ 「健康維持」

ストレスの軽減

特に、低温

高シェルター化

省エネ、省CO2も兼ねる！

日本の暮らし、現状が「不健康」であることをベースに

QOLの向上が必要！

暮らしの工夫、DIY → 省エネリフォーム！！

28


	スライド 1: 住宅と健康  ～すこやかな暮らしを支える住まいの高断熱化～
	スライド 2
	スライド 3: 熱中症
	スライド 4: 「一般家庭」？
	スライド 5
	スライド 6: 建築物における衛生的環境の確保に関する法律施行令の改正
	スライド 7: WHO住宅と健康ガイドライン２０１８
	スライド 10: 季節間変動の明らかな死因 (日本2004年)
	スライド 11: 月別死亡率の変遷：20世紀に起きたこと
	スライド 12: 昔と今
	スライド 13: スウェーデンにおける平均寿命の推移
	スライド 14: 実態：寝室の冬季（1月・２月）平均温湿度
	スライド 15: 住宅断熱性と１Fトイレの温度
	スライド 16: 断熱グレードと改善率
	スライド 17: 「暖房」と「採暖」
	スライド 18: 暖房と採暖
	スライド 19: 断熱と暖房・採暖費
	スライド 20: 断熱性能と暖冷房エネルギー
	スライド 21: HEAT20 高断熱住宅の住まい方実態調査
	スライド 22: ２０２１年度までの調査から　G2・G3の暮らし
	スライド 23: 健康状態の変化
	スライド 24: 健康な住まいへの道
	スライド 25: 改修前の状態
	スライド 26: 改修前 冬季の寝室温度
	スライド 27: 改修前後の温度比較
	スライド 28: 省エネリフォームで「あたたかい暮らし」

